
1 

 

小松島競輪場施設整備事業要求水準書等作成業務に係る公募型プロポーザル実施要領 

 

  ※本公募は、令和６年度事業を行うにあたり、令和６年３月定例会議における予算成立前の準備

行為として募集を行うものである。 

  このため、令和６年度当初予算が成立した場合は、本公募型プロポーザル方式により特定した

事業者と契約を行うこととするが、予算が成立しなかった場合は、契約を行うことができないため、

留意の上応募すること。 

 

１．目的 

  本市競輪事業は、昭和２５年に設置されて以来、７０年以上の年月を経て開催が行われている。

その間、競輪場施設の老朽化等様々な課題に対処するにあたっては、起債によらず、開催収益や基

金を財源として活用することで、開催に必須となる施設から順次整備を行うこととしている。こうした

中、ミッドナイト競輪の実施や包括業務委託を行うことによって、基金積立金の増額が可能となり、

大幅な見直しが必要となった整備費用についても対応できる見通しがたっている。 

  そこで、令和５年９月に見直しを行った「小松島競輪場施設整備計画（改訂版）」では、スポーツ

パークを併設した新しい形による競輪場づくりを目標として掲げ、令和９年度・１０年度の２か年で、

デザインビルド（設計・施工一括発注）方式でメインスタンドをはじめとする施設についての整備を

行うこととした。 

２．業務の概要 

（１）業務名 

  小松島競輪場施設整備事業要求水準書等作成業務 

（２）業務概要 

  小松島競輪場施設整備に係るメインスタンド等及びスポーツパーク整備をデザインビルド（設

計・施工一括発注）方式で行うにあたり、基本計画の策定、事業スキームの検討、要求水準書等の

作成及びアドバイザリー業務を行う。 

（３）履行期間 

  契約締結日から令和８年８月３１日まで 
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（４）提案上限額 

  33,000千円（消費税及び地方消費税含む） 

  なお、履行期間中の提案上限額における債務負担額については、下記のとおりとする。 

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

歳出額及び債務負担額 12,568千円 16,002千円 4,430千円 

 

３．担当部署 

  〒７７３－０００６ 徳島県小松島市横須町５番５７号 

 小松島市産業振興部競輪局 

 電    話：０８８５－３２－０２９０ 

 ファックス：０８８５－３３－３１２２ 

  メ ー ル：keirin@city.komatsushima.i-tokushima.jp 

 

４．選定方式 

  選定方式は、本実施要領に記載する提案書等を求め、提案者の経験及び実施の能力、提案価

格及び提案内容を総合的に比較検討し、最適な受託候補者を公募型プロポーザル方式で選定す

る。 

 

５．参加要件 

  応募者（共同企業体の場合は構成員全員とする）は、次に掲げる全ての要件を満たす者である

こと。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当しないこと。 

（２）小松島市建設業者等指名停止等措置要綱に基づく指名停止等の措置を受けていないこと。 

（３）小松島市暴力団等排除措置要綱に基づく入札参加排除措置を受けていないこと。 
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（４）配置予定技術者として、管理技術者、照査技術者及び技術担当者を以下のとおり配置するこ

と。なお、各技術者は、応募者と正規雇用関係にあること。 

① 管理技術者は、建築士法（昭和２５年法律第２０２号）に基づく一級建築士の資格を有する者と

する。 

② 照査技術者は、建築士法に基づく一級建築士の資格を有する者とする。なお、照査技術者は、

管理技術者、担当技術者を兼ねることができない。 

③ 担当技術者は、資格は問わないが、管理技術者、照査技術者を兼ねることができない。また、担

当技術者は、その分担する業務内容により、複数配置することを妨げない。その場合には、本件にお

ける分担業務内容を明確にするとともに、主たる担当技術者１名を選任すること。 

（５）安定的かつ健全な財務能力を有する法人であって、本業務を円滑に遂行できること。 

（６）税に滞納がないこと。 

（７）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく更生手続開始の申立て又は

民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされ

ていない者（会社更生法の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法の規定に基づく

再生手続開始の申立てがなされた者であっても、更生計画の認可が決定された者又は再生計画

の認可の決定が確定された者を除く。）であること。 

（８）会社法（平成１７年法律第８６号）第４７５条若しくは第６４４条の規定に基づく清算の開始又は

破産法（平成１６年法律第７５号）第１８条若しくは第１９条の規定に基づく破産手続開始の申立て

がなされていない者であること。 

（９）提出された書類の記載事項が虚偽でないこと。 

 

６．公表資料 

  公告にあたり、以下の資料を小松島市競輪局のホームページ上で公表する。 

①小松島競輪場施設整備計画（改訂版） 

②小松島競輪場施設整備事業要求水準書等作成業務に係る公募型プロポーザル実施要領 

③小松島競輪場施設整備事業要求水準書等作成業務  仕様書 
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④受託候補者選定評価基準表 

 

  提出書類等（市が様式を示しているもの）については、下記のとおりとする。 

（１） 質問書（様式１） 

（２） 参加表明書（様式２） 

（３） 会社概要（様式３） 

（４） 業務実績（法人等）（様式４） 

（５） 業務実績（担当予定者）（様式５） 

（６） 誓約書（様式６） 

（７） 提案書表紙（様式７） 

（８） 業務実施方針（様式８） 

（９） 業務実施体制（様式９） 

（１０） 提案書（様式１０） 

（１１） 内訳書（様式１１） 

（１２） 再委託先の業務実績（様式１２） 

（１３） 辞退届（様式１３） 

 

７．実施スケジュール 

  プロポーザルの実施スケジュールは次のとおりとする。 

公告日 令和６年３月２２日（金） 

参加表明書受付締切日 令和６年３月２９日（金） 

参加資格確認結果等通知発送 令和６年４月５日（金） 

質問書受付締切日 令和６年４月２４日（水） 
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質問書への回答日 令和６年４月３０日（火）まで逐次 

提案書受付締切日 令和６年７月１０日（水） 

提案書内容審査（プレゼンテーション等） 令和６年７月２２日（月）から２４日（水） 

結果通知（提案書特定等） 令和６年７月下旬 

優先交渉権者の公表 令和６年７月下旬 

契約締結 令和６年８月上旬 

 ※スケジュールは予定につき、変更する場合がある。 

 

８．参加表明の手続き等 

  本プロポーザルへの参加を希望する者は、次により参加表明書等を提出すること。 

（１）提出書類 

  ①公募型プロポーザル参加表明書（様式２） 

  ②会社概要（様式３） 

    【添付書類】 

      ・会社の沿革、組織がわかる書類（パンフレット等でも可） 

      ・直近 3期分の財務諸表（貸借対照表・損益計算書・キャッシュフロー） 

  ③業務実績（法人等）（様式４） 

    法人等の過去 10年間（平成２５年 4月 1日から令和５年 3月 31日）に完了した同種・類

似の業務実績（3 件以内）を記載すること。実績として記載した業務に係る契約書等（テクリスも

可）の写しを添付すること。 

  ④業務実績（担当予定者）（様式５） 

    担当予定者の過去 10 年間（平成２５年 4 月 1 日から令和５年 3 月 31 日）に完了した同

種・類似の業務実績（3 件以内）を記載すること。実績として記載した業務に係る契約書等（テク

リスも可）の写しを添付すること。また、保有資格を確認できる資料の写しを添付すること。 
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  ⑤直近年度の納税証明書（未納額がない証明） 

  ⑥誓約書（様式６） 

  ⑦会社・法人の登記簿謄本 

（２）提出期限 

  令和 6年３月２９日（金）午後 5時必着 

（３）提出方法 

  持参又は郵送（「特定記録郵便」又は「簡易書留郵便」に限る）。 

  持参の場合は、土日祝を除いた平日の午前 8時 30分から午後 5時までの間とする。 

  郵送の場合は、送料は提出者が負担すること。また、提出期限までに電話により送付物の到着確

認を行うこと。 

（４）提出先 

  〒７７３－０００６ 徳島県小松島市横須町５番５７号 

 小松島市産業振興部競輪局 

（５）参加資格確認結果の通知 

  参加資格確認終了後、書面により通知する（令和 6年４月５日（金）発送予定）。 

 

９．質問書の受付・回答 

  プロポーザルに関する質問は、次の方法で提出すること。 

（１）提出書類 

  質問書（様式１） 

（２）提出期限 

  令和 6年４月２４日（水）午後 5時必着 

（３）提出方法 
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  質問箇所及び内容をわかりやすく記載し、電子メールにより提出すること。なお、提出後には、電

話により到着確認を行うこととする。また、他の方法による質問書は一切受け付けない。 

（４）提出先 

  小松島市産業振興部競輪局 

  電    話：０８８５－３２－０２９０ 

  メ ー ル：keirin@city.komatsushima.i-tokushima.jp 

（５）質問書の回答 

  質問に対する回答は、令和 6 年４月３０日（火）まで逐次、小松島競輪公式ホームページで公開

する。 

 

１０．辞退届の提出 

  参加申し込み後、プロポーザルへの参加を辞退する場合は、辞退届を次の方法で提出すること。

なお、この場合でもその他の事業において不利益を被ることはないものとする。 

（１）提出書類 

  辞退届（様式１３） 

（２）提出期限 

  令和 6年７月８日（月）午後 5時必着 

（３）提出方法 

    持参又は郵送（「特定記録郵便」又は「簡易書留郵便」に限る）。 

  持参の場合は、土日祝を除いた平日の午前 8時 30分から午後 5時までの間とする。 

  郵送の場合は、送料は提出者が負担すること。また、提出期限までに電話により送付物の到着確

認を行うこと。 

（４）提出先 

  〒７７３－０００６ 徳島県小松島市横須町５番５７号 
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 小松島市産業振興部競輪局 

 

１１．提案書の提出 

  本プロポーザルに関する提案書は、次の方法で提出すること。 

（１）提出書類 

  ①提案書表紙（様式７） 

    代表者印を押印のうえ、提案書の鑑表紙として提出すること。 

  ②業務実施方針（様式８） 

    業務の実施方針について記入すること。 

  ③業務実施体制（様式９） 

    業務の実施体制、分担業務について記入すること。 

  ④業務実施工程（任意様式） 

    令和６年８月上旬から業務に着手する場合を想定したうえで、基本計画策定、事業スキームの

検討、要求水準書等作成、アドバイザリー業務それぞれの業務を遂行する際の留意点を踏まえ、

業務の実施工程について記入すること。 

  ⑤再委託先の業務実績（様式１２） 

    該当がある場合のみ。ただし、業務の一部であって、主要な部分ではないこと。 

  ⑥提案書（様式１０） 

    提案書の作成にあたっては、「小松島競輪場施設整備事業要求水準書等作成業務 仕様書」

の内容を踏まえ、下記テーマについて案を作成し業務を遂行するための具体的な手法を記載す

ること。なお、提案書の記載方法については、Ａ４判横書きで３枚以内とし、提案が２枚以上となる

場合は、ページ下段に番号（1/1、2/2）を記載することとする。 

  ⑦提案書テーマ 

項目 内  容 
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テーマ１ 
  開催運営に支障のない構造・工法・工程及びスケジュールの考え

方・検討プロセスについて 

テーマ２ 
  様々な属性を持った競輪ファン及び市民にとって魅力的な空間とす

るための考え方・検討プロセスについて 

テーマ３ 
  クライミング大会開催時の観客スペースについて、他のスポーツ施

設を整備するなど、その有効利用の考え方・検討プロセスについて 

テーマ４ 
  事業費縮減（イニシャルコスト・ランニングコスト）の考え方・決定ま

での検討プロセスについて 

テーマ５ 

  基本計画の実現性を高めつつ、デザインビルドの事業者選定の際

のリスクを踏まえた、要求水準書における条件設定や事業者選定の評

価基準についての考え方・検討プロセスについて 

 

  ⑧見積書（任意様式） 

    見積書（Ａ４版で統一）については、内訳書（様式１１）を参考に、本業務の経費の積算根拠が

わかる資料を作成及び添付のうえ、金額（税抜及び税込額を明記）を提示すること。 

（２）提出期限 

  令和 6年７月１０日（水）午後 5時必着 

（３）提出方法 

    持参又は郵送（「特定記録郵便」又は「簡易書留郵便」に限る）。 

  持参の場合は、土日祝を除いた平日の午前 8時 30分から午後 5時までの間とする。 

  郵送の場合は、送料は提出者が負担すること。また、提出期限までに電話により送付物の到着確

認を行うこと。 

（４）提出先 

  〒７７３－０００６ 徳島県小松島市横須町５番５７号 

 小松島市産業振興部競輪局 
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（５）提出部数 

  提出書類①から⑧の順序で製本し、表紙の次項から通し番号を付け、簡易なＡ４ファイル（左綴

じ）で提出すること。 

  ●正本  1部（代表者員を押印したのも） 

  ●副本  8部（正本の写し） 

    副本については、社名・社員等の提案者が特定される情報を削除又は黒塗り等で判読不能と

すること。 

  ●ＣＤ－Ｒ  1枚（正本をＰＤＦ形式で保存したもの） 

 

１２．審査方法等 

（１）受託者選定会議の設置 

  業務の履行に最も適した契約の相手方となる候補者を、厳正かつ公正に決定するため、小松島

競輪場施設整備事業要求水準書等作成業務受託者選定会議（以下「選定会議」という。）を設置

する。ただし、参加要件については、事務局において審査及び確認を行うこととする。 

（２）選定会議 

  提案内容の審査は、書類審査並びにプレゼンテーション及びヒアリング（プレゼンテーション３０

分程度、ヒアリング１５分程度）により実施する。プレゼンテーションは原則として本業務に携わる予

定の管理技術者が行うこととし、ヒアリングについてはそれ以外の者も可とする。参加者は管理技術

者を含め 3 名以内とする。プレゼンテーションの際、追加資料（模型等を含む）の提示は認めない。

発注者は、映写スクリーン、電源供給設備、プロジェクターのみ用意する。パソコン等それ以外に必

要とされる機器、道具等がある場合は提案者が用意すること。 

（３）審査及び配点 

  プロポーザルの審査は、選定会議の各委員が評価を行うものとし、配点については、「１３  提案

書特定のための評価方法」のとおりとする。提案者の審査は、評価点の合計が最も高い提案者を

受託候補者として、次に評価点の合計が高い提案者を次点順位者として選定する。同点の者がい

る場合は、委員の多数決をもって受託候補者を選定する。参加者が 1提案者の場合でも審査及び

評価を実施する。なお、受託候補者の最低選定基準及び１提案者の場合の選定基準については、
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総合評価得点が５００点以上とする。 

（４）審査結果 

  審査結果は、令和6年７月下旬を目途に提案者に対し結果通知書により通知するとともに、小松

島競輪公式ホームページでも公表するものとする。なお、審査結果に関する異議申し立てについて

は、受け付けないものとする。 

 

１３．提案書特定のための評価方法 

  別紙「業者選定評価基準表」による。 

１４．提案者の失格次項 

  提案者が、次のいずれかに該当した場合は失格となる。 

（１）参加資格の要件を満たさなくなった場合 

（２）提案書等が提出期限までに提出されなかった場合 

（３）提出書類に虚偽の記載があった場合 

（４）見積額が提案上限額を超えている場合 

（５）選考の公平性に反する行為があった場合 

（６）選定会議の委員に直接、間接を問わず、連絡を求めた場合 

（７）前各号に定めるもののほか、提案にあたり著しく信義に反する行為等により、選定会議が失格

と認めた場合 

 

１５．契約手続き 

  契約は、仕様書及び受託候補者の提案書等の記載事項を基本に協議のうえ、締結するものとす

る。提案書に記載され、審査において評価した項目については、原則として契約時の仕様に反映す

るものとする。ただし、本業務の目的達成のため、必要な範囲において受託候補者との協議により

契約段階で項目を追加、変更及び削除することがある。また、これにより、契約内容及び契約額の

調整を行うことがある。なお、辞退その他の理由で契約ができない場合は、次順位者と契約の交渉
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を行う。 

 

１６．その他の留意事項 

（１）本件のプロポーザルに係る経費は、全て提案者の負担とする。 

（２）提出書類の著作権は、提案者に帰属する。ただし、本業務に係る範囲において公表する場合

やその他本市が必要と認める場合は、提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

（３）提出された書類は、返却しないものとする。 

（４）提出書類の提出後の修正又は変更は、一切認めない。 

（５）提出された書類等は、小松島市行政情報公開条例（平成 12年条例第 47条）で定める行政

情報として取り扱うものとする。 

（６）当該業務を委託する相手方の決定については、特定された最優秀提案者を対象として、業務

内容や仕様等の契約内容を本市と協議したうえで決定するもので、受託候補者の選定をもって、

提案内容すべてを了承するものではなく、また、当該業務を委託する相手を決定するものではな

い。 

（７）なお、本業務の優先交渉権者となり、契約締結を行った業者（ＪＶの場合は構成員を含む）に

ついては、デザインビルド（設計・施工一括発注）方式における公募型プロポーザル方式には参

加できないものとする。 


